
2B20 中小 ?
 

る
 

す
 

、
つ
 

ど
 

Ⅰ
Ⅰ
 

@
 
Ⅱ
Ⅰ
 

み
 

 
 

 
 

 
 

田
 

寺
み
か
 

零
 

 
 

0 松田昌幸 ( テクノカルチャ 一 ) 

1  緒 言 

昨年知的財産戦略大柄が 決定され、 日本も世界トップクラスの 丸材立国を目指す 音写 俺が 示さ 

れ 、 さらに本年三月に 知的財産基本法が 施行され、 いよいよプロ /@ テント時代に 突入した。 

知的財産権 の高裁新設、 明 の訴訟事件、 休眠特許の積極的利用，特許侵害事件などの 記 

安が頻 栗に 新聞紙上を賑わせている。 

これらは十年以上も 前から大企業は 承知で、 数百人も居る 知財担当者に 対策を篆らせて 既に充 

分に準備 万叶 整っていると 言える。 然し、 一番問題なのは「金が 無い・人も居ない、 明日の事で 

手 1 杯 Ⅰといった中小企業、 零細企業であ る。 

相手が中小企業、 零細企業だろうが 容赦無く特許問題は 襲いかかり侍ってはくれない。 

私は十年前に 特許コンサルタントとして 独立して今日まで 十数社に曲わった。 

当初、 大企業での自分の 経験をバックに 中小企業の特許管理、 特許戦略のコンサルタントを 行 

おうとしたが 直ぐに立ち往生する 破目になった。 

将に何をしようにも「金が 無い・人が居ない、 明日の事で手 ] 杯 」と言う状態であ った。 

大全案の特許管理、 特許機略は中小企 案 には殆ど「賓に 描いた 餅 」にしか過ぎなく 中小企業に 

は中小企業独特の 特許管理、 特許戦略を行 う しかないことを 知った。 

今回はまだまだ 途中であ るが、 この十数年間試行錯誤しながらなんとか 辿りっいた手法を 紹介 

し皆様の批判、 ご 定見，アドバイスを 頂き更に充実したものにしたいと 憶う 者であ る。 

2  組 簗 

a: 仮初に社長 ( 社長が無理なら 次期社長 ). 専務若しくは 常務 ( 将来知財担当役員に 予定 

0 者 ) に対して知財部門を 充実するべき 必要性を鋭く。 

講義内容は日本の 特許制度の概要、 特許侵害をした 時の舞 費 、 費やす時間、 敗訴したと 

きの損害賠 憤 、 市 ねからの撤退などの 怖 さを 議 判例で説明する。 その一方で，特許を 武 

器 として成功した 企業の枕を話し 知財部門を充実するよう 鼓舞 し 元気を出してもらう。 

社長・知財担当役員に 理解して貰う 特許、 商 楳の条文 30 ～ 40 条を噛み砕いて 説明する。 

b:  次に実務を行 う 知財担当者を 1 名指名してもら ぅ 。 

知財担当者は 特許事務所を 思い通りに動かす 様にならねばならぬ。 

俺 初は知財担当者は 当分の間は実株に 宙 類を古けなくても 良いが、 特許 戟仮 の 評 

あ り、 特許 職億 までなければならない。 
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  知財担当者が 育ち上がった 後、 知財担当者と 現 廿 とを仲介する りェゾ ンマンを 
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典品 化、 成長 桂 、 製品の段階・ 且産 ? 寄与 串 、 ライフサイクル ? 朋 0 分析 

評点、 特別な事 蜻 ) 

(5)  ランクにより 出願手段の選択・ 決定 

自社竜子出願 づ 出願明細古作成報償制度 

特許事務所出願 

3 一 3  特許権 の評価 : 

Ⅰ 俺録 継続の検討 ( 特許の棚 却 ) 

3 一 4  研究・開発における 知財の役割 

イ 1 関連特許公報 ( 公開公報、 特許公報 ) の回覧 

2  袋 品 設計における 他社特許侵害有無の 事前検討及び 対策 

4  アウトソーシンバの 利用 

Ⅰ 特許事務所の 選択及び活用 

2  他社への特許ライセンスによる 収入を図る 

3  他社特許の活用による 新製品開発促進 

5  リ エ ゾンマンの任命及び 教育 

Ⅰ
 
1
 

自分の所居する 臆 俺の特許相談、 発明発掘、 桶査 を行 い 知財部門との 連携を図る。 

6  結 論 

人材の少ない 中小・ 圭 では社長若しくは 経営に責任の 有る者自ら特許の 知識を持つべ 

きであ る。 特に、 特許侵害問題が 起こったり、 出角費用の嵩む 特許出角では 直ちに経営を 圧 

適 するため常に 経営者が直接判断及び 決断しなければならないからであ る。 
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